
 

下田市漁協(女2名)、南伊豆町漁協(男3名)、内浦漁協(男1名)、静浦漁協(女2名)、由比港

漁協(男1名、女1名)、焼津漁協(男6名、女5名)、小川漁協(男3名)、中遠養鰻漁協(男1名、

女4名)、浜名湖養魚漁協(男2名、女1名) 

３．シラス漁況報告 平年並みの漁獲量を予測          －県水産試験場－ 

によっては前後する可能性もある) 

以降産卵の主体となる親の小型カタクチイワシの資源水準は昨年より比較的高

れます。 

とから、県下主要6港における水揚げ量は、春漁(3～6月)では前年(2,711トン)、

5ヵ年平均、2,820トン)を上回ると予測されます。また、夏・秋漁(7～10月)では、

0トン)を上回り、平年(4,020トン)並み、年間の総水揚量では前年(5,645トン)を

年(7,110トン)並みと予測され、今年は前年に比べ良い漁模様になると思われま

、荒天、黒潮といった環境条件の影響次第では予測が大きく変わることも考え

 

4年漁期トラフグ漁 111トンの豊漁のうちに終了 

駿河湾のトラフグ延縄漁は、2月末で平成14年漁期が終了し、このほどまとめら

量は111トンの豊漁となりました。 

平成12年漁期が100トン、2歳魚が多かった平成13年も61トンと好漁で3年続きの

揚が達成され、種苗放流と資源管理をさらに進めて一層安定した漁業となるこ

れます。 

示巡回点検員の配備 
算案を発表した際に、消費者への食の不安解消のため食品表

込みました。 

調査では、食の安全性に不安を感じている県民は98％に上り、

信頼回復に取り組むものです。 

原産地が適正に表示されているかをチェックする食品表示点

れぞれ二人ずつ配置し県内の小売店約六千店を対象とする予

ー物質についても検査体制を充実し、生産者と小売業者で誰

し、店頭のインターネットで情報公開するモデル事業として

います。
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１．県下沿海地区漁協 役員改選のお知らせ 

 去る2月に総(代)会等を開催した沿海地区漁協のうち、これまでに任期満了による役員改

選等を行った漁協の組合長、常勤役員等が、次のとおり決定しましたのでお知らせします。 

漁 協 名 代 表 理 事 組 合 長         そ の 他 役 員 

網 代 港 

下 田 市 

戸   田 

相 良 町 

地 頭 方 

福 田 町 

小松 隆男(新) 

佐々木源也(再) 

小林 稲雄(再) 

名波源四郎(再) 

石津 敏夫(再) 

内野  勇(新) 

小嶋 正信(専務・新)

藤井多喜男(専務・新)

野田  孝(専務・新)

畑  藤夫(専務・新)

増田茂登夫(専務・新)

内野輝美男(専務・新)

２．第80回漁協新職員研修会開催 

 本会では去る3月25日、26日の両日、第80回漁協新職員研修会を開催し、本年4月より新

たに漁協に採用されることとなった新入職員を主な対象者として、県下11漁協より計34名

が研修を受けました。 

 初日は、本会増田総務部長、河尻指導部長により、「漁協組織の現状と漁協職員としての

心構え」「静岡県の水産業について」と題して講義が行われたあと、県信漁連山崎総務部長、

共水連小林次長、県漁済組合川合参事補から夫々の系統団体事業の紹介があり、二日目は、

ＮＴＴマーケティング静岡石川マナーデザイナーを講師として、新社会人としての電話対

応等のマナーを研修しました。 

 また、参加者の内訳は以下のとおりです。 
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の子フェスタ２００３」 今秋、清水にて開催へ 

は去る3月20日、海の子フェスタ実行委員会、幹事会を開催し、下田市漁協佐々木

２００２大会の御礼と事業報告がなされ承認されました。 

２００３」の開催について、新静岡市の誕生とメガフロートの海

る清水地区で今秋開催することが承認され、清水市漁協宮城島組

ました。新年度の実行委員会で事業計画を作成します。 

)～4月14日(月))             －既存分省略－ 

連県事務所＝ＪＦ共済事務処理研修会 (県水産会館) 

信漁連＝第68回大漁祈願祭 (三嶋大社) 
 県水産試験場では、このほど平成15年度のシラス漁況を次のようにまとめました。 

 マシラスは親のマイワシ資源の状況が大きく好転しているわけではないので期待でき

ず、今年も水揚げのほとんどはカタクチシラスになると考えられます。 

 カタクチシラスは、今年2月現在では県内各地で卵、稚仔共にほとんど出現していないが、

春季に産卵の主体となる大型のカタクチイワシが2月下旬に九州～三重県周辺で前年より

も漁獲されていることなどから、漁は4月中旬～下旬に本格化すると予測されます。(海況

 また、「海の子フェスタ

釣り公園が計画されてい

合長から受諾の挨拶があり

諸会議・日程(4月1日(火

4月9(火)～10日(水) 共水

4月13日(土) 県漁連・県


